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【実践手法】
人材サーチ

（候補人材への連絡（スカウティング））
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【人材サーチ】 候補者への連絡（スカウティング）－主要なポイント

1

候補者との初期連絡・接触の段階で、強い関心を持たれる効果的な接触を考えます。

候補人材に対する初回接触においては確実に相手の興味を
換気するように以下のような内容を盛り込み、幹部候補としての
期待を適切に伝えるようなコミュニケーションをとります。

・注目されやすい求人情報、求人タイトル及びインパクトあるメッセージを考案

・候補者に連絡をした理由と職務経歴を確認して選ばれた方であることを伝達

・求人の魅力が十分に伝わるようなコンテンツ（内容）を考案

・求人の背景や企業の魅力・ミッションの魅力を盛り込む

スカウト文の作成については、本文内で上記内容を書く順番や、表現のレベル、文章の量（簡
潔さ）にも配慮して文面を作成することが重要です。
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【人材サーチ】 候補者への連絡（スカウティング）－スカウト文面の工夫①

2

スカウトの送り主が地域金融機関であることをスカウト分の冒頭に入れます。

通常の人材紹介会社の配信したスカウトメールの返信率は10％程度ですが、地域金融機関が
配信した場合の返信率は30％前後です。金融機関への求職者の期待が高いことが伺えます。

スカウトの送り主が地域金融機関で
あることをスカウト分の冒頭に入れつ
つ、地域金融機関が地方創生の担
い手として地域企業の成⾧支援を行
う一環で幹部人材の採用支援を行っ
ていることを伝えます。
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【人材サーチ】 候補者への連絡（スカウティング）－スカウト文面の工夫②

3

求人の背景となる企業の魅力や将来目指す姿(事業ミッション)の魅力を記載します。

転職希望者に対し、将来目指す姿(事業ミッション)を実現するための主役となる求人且つ幹部
人材の候補者としてスカウトをかけていることをアピールします

求人の背景となる企業の魅力や将来
目指す姿（事業ミッション）の魅力
の記載に続けて、求職者に求める役
割・ポジション等について合理的且つ
魅力的に記載します
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【人材サーチ】 候補者への連絡（スカウティング）－スカウト文面の工夫③

4

スカウト文面の内容は簡潔にすることで含みをもたせ候補者からの関心を換気します

メールでは多くは語れない重要情報があるから事前面談でお伝えしたい、と捉えていただくような
文面の流れを作ることが重要です

簡潔で限定した情報のみを記載し、
候補者側にとって「もっと知りたい」と
好奇心を煽られるような内容に仕上
げることが重要です
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【人材サーチ】 候補者への連絡（スカウティング）－スカウト文面の工夫④

5

スカウトメールのタイトルが訴求力のある内容になるよう徹底的に工夫します

具体的には主に以下内容が有効

①メールタイトルの接頭辞として【〇
〇○銀行】と金融機関名を入れること
も非常に有効な
②候補者にとって重要である転職条
件（ポジション/ミッション/サラリー）
で一番興味を引きそうな内容をキー
ワードとして入れる
③勤務エリアを入れる
④ストレートに「経営幹部人材募集」
と入れる

メール一覧表示のプレビューにおいて、スマホ画面では15文字程度、PC画面でも30文字程度
が初期表示される限界です。これを意識したメールタイトルづくりを心がけます

タイトル：【〇〇○銀行】 ご紹介したい案件があります


